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長い夏休みが終わり、１学期後半 ９月１２日（木）は参観日
が始まって３週間が経ちました。朝夕は涼しさを感 でした。平日にもかかわらず
じますが日中は、まだ厳しい暑さが続きます。この 多くの保護者の皆様にお越し
暑さはしばらく続くという気象庁の予報です。 いただきました。ありがとうございました。
学校でももうしばらくは熱中症対策に気を配りな 当日は、学校保健委員会を行い「感情理解と上手

がら教育活動を進めたいと思います。 な伝え方」と言う演題で、スクールカウンセラーの
山元英之先生に講話をしていただきました。誰でも
不安や悩み、怒りを感じる時はあるものです。そう
いう時に自分の感情をどのようにコントロールする
かについて専門的な立場から具体的に話していただ
きました。今回は保護者とともに５･６年生も一緒
にお話を聞きました。

９月１日（日）の防災の日
に合わせ、２日（月）の給食

本年度第２回目の PTA 奉仕作業を８月１８日 のメニューは災害時の学校給
（日）に実施しました。 食用非常食でした。東日本大震災での経験をもとに、
今回の奉仕作業にも、担当地区の保護者の皆様に 全国の栄養教諭や栄養職員の手により開発された

多数ご参加をいただきました。除草作業を中心に一 「救給カレー」。試食した子ども達からは「ちょっ
生懸命行っていただいたお陰で校内が大変きれいに と食べにくい。」と言う感想が聞かれましたが、栄
なりました。子ども達も数名参加し、汗びっしょり 養面や体力維持に必要なものがしっかりと入ってお
になりながら作業を手伝ってくれました。 り、いざという時の体験はできたと思います。自然
大変お疲れ様でした。そして、ありがとうござい 災害について考えるよい機会になりました。

ました。

右の写真は「えびの市地域
づくり寺子屋」代表の田原和
俊さんです。これまでに何度
もボランティアでグランド周辺の除草作業をしてい
ただいています。先日は、台風後に散乱した落ち葉
も田原さん所有の回収用機材を使ってきれいに片付
けてくださいました。
学校はいろいろな方々に支えられていることを実

感します。とてもありがたいことです。
加久藤町づくり協議会主催の標記の大会が８月

１８日（日）に東長江浦上地区の浜川原湧水公園で
行われました。
当日は、湧水公園に数百匹のニジマスが放たれ、

一斉に魚釣りが始まりました。魚釣りには苦戦して
いた子ども達も、後半のつかみ取りでは見事にニジ
マスを捕まえ、大きな歓声が上がっていました。そ １１日（金） １学期終業式
の後、町づくり協議会の方々が、すぐに食べられる １２日（土）
よう、内臓を丁寧にとってくださり、それぞれ持っ

～

秋休み
て帰りました。 １５日（火）
大変暑い日でしたが、湧水の側は涼しく、子ども １６日（水） ２学期始業式

達にとっても夏休みの楽しい体験＆思い出になった １９日（土） PTAミニソフトバレー大会
ことと思います。加久藤町づくり協議会の皆様には ２２日（火） 稲刈り（５年）
準備から運営まで大変お世話になりました。心から ２３日（水） ものづくり体験教室（５･６年）
感謝申し上げます。


